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キンセラの肋2τ6加
廣　閏　典　夫
　アイルラソド古典叙事文掌の中で，重要な一角を占める　Ulster　cycle　rア
ルスター説話団」の中心的物語は，英雄C｛chulaimの活躍を描いた肋肋
肋C批α”幽2『クーリィの牛掠奪』である。τ伽肋ωα伽螂は，古い叙事
詩の多くがそうであるように，長い口承期間を経た後，11世紀に，C1onmac－
noiseの僧院で編まれたアイルランド最古の写本工必〃伽乃ぴ毒伽＝The
Book　of　the　Dm　Cow『赤牛の書』の中に，その一部が初めて文学の形態を
とって現れた。使用されている言語は8世紀のもので，物語は欠点の多い不完
全たものであるが，”伽の原型とも言うべき最も古い形態をとどあているも
のである。これと同様の古い形態を備えた肋伽の一部が，14世紀末の写本
丁肋脆〃0ω300冶0グZθ0肋『リカンの黄書』の中にも蚊められている。”肋
はまた，12世紀に編まれたτ加肋0后0グτ2桃伽rレソスターの書』の中に，
ほぼ完全な形で現れる。ここで用いられている言語は12世紀のもので，1二θ肋
舳ゐσ肋2のそれよりは，4世紀新しいことになる。物語は首尾一貫し，完
全な形態を整えているため，後年の研究者及び翻訳者は概ねこれを底本とLた。
1914年に世に出たJoseph　Dumの翻訳ωも，またごく最近1967年に出版さ
れたC㏄ile　O’Rahmyの英訳胞〕も，τ加肋o差oヅエ幽∫加に基づくもので
ある。
　しかしここに，肋伽肋C伽伽禦に，また一つ新しい英訳版が加わるこ
とに恋った。アイルラソドの現代詩人Thomas　Kinsella（1927一　　）が，
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15年の歳月をかけて，1969年に，現代英語訳丁加τ腕〃を世に問うたのであ
る。しかもキンセラは，彼の翻訳にあたって，この叙事詩が最も吉い形態をと
どめている五助〃伽乃σ”召と　τ加乃”0〃300尾0！ム26α〃をその底本
に選んだ。一劉なぜキソセラが，敢えて，物語として欠点も多く不完全なこれら
の書を選んだのか，彼は次のように説明している。rτ加300左0グエθ伽伽
の珊肋の編者は，完全なものを作り上げようと腐心する一方，総じて，は
なやかで装飾的な文体を作り上げてしまった。それは，時には，大げさな堕落
したものとなってい乱初期のテキストには欠点はあるが，それのもつすぐれ
た単純た力を読者に与える方が，よりよいと思われた」｛4jと。
　なお，初期のテキストに基づく翻訳としては，キンセラ以前には，1904年に，
Winif制Faradayの英訳5〕が，ただ一点出版されているが，キンセラはこ
れを，欠点までも忠実に翻訳したせいもあって，不完全なもので喜びをもって
読むに耐えない，と評している。
　キソセラは・この翻訳にあたっての彼の心構え，基本方針を次のように述べ
ている。r物語を明確なものにするため，時折，語や句を補った以外は，一切
何も付け加えたりはしていない。第一の目的は，この物語の読みやすい生き生
きとした版（a　readable　and1iving　version　of　the　story）を提供すること
であって，アイルランドの説話のありのままの姿を，そのまま残すことではな
い。だから・例えば・文の構造・時制などは思い切って変えた。要素は，しぱ
しば，ある文から他の文へと移しかえられた。固有名詞は代名詞に変えられ，
また，その逆も行われた。異なった領域の動詞も用いられた。それ故，これは
逐語訳ではない。しかL，逐語訳に近い妥協作であって，いかなる点において
も，原作から大きくそれることのないように心がけた」崎，と。
　さて，それでは，独特の主題と文体で知られる詩人キンセラのτ加脳肋と
は，いかなる英譲で書かれ，いかなる文体をもつものか，それを探り，それを
通してアイルランドの〃〃とも称される偉大な叙事詩〃加肋C脇伽紹
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の一端を窺い知る手がかりを榑たいと思う。・
　テキストには，Thomas　Kinse11a：丁加〃加，0xford　University　Press，
London，1979を用いた。なお，引用文のあとの括弧の中の数字はテキストの
ぺ一ジ数を示す。
1．　アイルランド英語の語法
SyngeやLady　Gregoryはギアイルラソド英語」Irish　Englishを駆使し
て，多くのすぐれた作品を生み出している。しかし丁加”伽にはアイルラ
1■ド英語の用法は若干見られる程度で数は少ない。
　定形動詞を含ま在いrAnd＋主語十叙述語」の構造が，時・理由・条件など
を表す従節の代わりに用いられる。シソグやレイデイ・グレゴリイには非常に
しばLば用いられている形である。キンセラの場合は，rAnd＋主語十叙述語」
という形ばとっているものの，次の例（2）（3）が示すように，A㎡以下は従節の
代用というよりは，rAnd＋主語十定形動詞」の意味を表している方が多い。
（1）‘Get　up，now，C此uc！’Laeg　said．‘The　men　of　Ire1and　are　com・
　ing　to　attack　us，and　they　are　not　thinking　of　single　dombat
　now　that　you　have　ki11記Ferdia　mac　Dam身in　meic　D差iri．＾
　　‘My　friend，why　shou1d　I　rise，’he　said，‘α〃〃s　o榊力〃刎by
　Iny　hand？’（197）
（2）Thereupon・the　Bul1加oved　to　Sliab　Cuilim　with　his趾ty　heifers
　掘〃〃5加γゐ例脇刃倣幽ξ刎θ肋〃〃昭him．（100）
（3）‘Your　strength　is　withered　up，’Bricriu　s争id，‘if　a1itt1e　salmon
　can　put　you　down1ike　this，　四〃∂fゐ2泌2〃0ヅ　σゐ加γ　”s伽9　0ut　Of
　their　pangs．（135）
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　アイルランド英語では，It　is…（that）…の構文が，強意の場合だげでなく，
非常に＝自戯こ幅広く用いられるのだが，キンセラにもごく僅かながら，その例
カミある。
（4）一It1s　as　wel1，’Cichulamn　sa．1d，‘〃〃ω刎o㈱θ18θo！肋θ刎舳o1
　伽1o”came　to　wam　me　about　a　single　warrior．’（174｛）
（5）For〃ゐ地7伽θ肋g㏄s　to　meet　him　to㎜orrow－may　his　weapons
　be　cursed1（129）
疑問を表す従節が，疑間形の語順をとどめたまま主節に続く。標準英語では
当然用いるべき“If”や“Whether”は省かれる。
（6）．He　asked〃o〃〃肋θ〃加the　s…㎜e　d雌erence　in　their　deeds　when
　they　came　to　manhood．（82）
（7）I　wonder〃〃ツo〃μツfor　his　death　to㎜orrow？（131）
（8）　‘See　ゐ　C伽尻〃1α6〃〃at　the　ford，’Ferdia　said．（177）
　Cf　Mac　Roth，go　and　see6／they　are　a11here　on　the　pIain　of
　　M1eath．（224）
主語が重複している場合がある。必ずしもアイルランド英語とは言えないか
もしれないが，レィデイ・グレゴリイなどには多く見られるものである。例
（9）The　dense｛og　you　saw伽1i㎎the　hollows，ま肋工was　the　breath
　of　those丘erce　men　i11ing　the∀a1－ey　mtil　the　hi11s　in　between
　1ooked　like　islands　in　a　1ake．（225）
（10）The丘nest　of　the　wor1d’s　prin㏄s　in丘gure　and　dress　and　fury
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and　fo11owing，加advanced　with1ooks　of　strife，terror，triumph，
rage　and丘erce　dignity．（226）
2．　地　　名
τ加丁伽全体がまるで地誌であるかのように，おびただしい地名で埋めつ
くされている観がある。次は，傷ついたC6chu1ainnを人々が川で沐浴させ
る描写である。
（1）They　bore　him　back　with　them　to　Conai11e，where　they　mrsed
　his　womds　and　bathed　them　in　the　waters　of　the　dver　Sas，for
　ease，the　r1ver　Bdan　for　steadfastness，Biths1差n　for1as腫ng　health，
　the　clear　Finng1as，the　bright　Gle6ir，the　dashing　Bedc；in　Tadc，
　Talamed，Rim　and　Bir，in　the　sour　Brenide　and　narrow　Cumang；
　in　Ce1em　and　Gaenemain，Dichu，Muach　a地Miliuc，Den，Deilt
　and　Dubg1as．（206）
　キンセラは，原テキストには固有名詞のみが与えられている，と注をつけて
いる。
　C自chuIainnの投げた槍で刺し殺されたFerbaethが，「見事な槍投げだ」
と叫んだことから，Focherd　in　Murtheimne（＝the　Place　of　the　Throw）
という地名が生れたと言う考もあれぱ，Fiacha　mac　Fir　FebeがC丘chu－
laimに，「お前の槍投げは，今目は冴えている」と言ったことから，Focherd
Mu耐heimneという地名が生じたと言う者もいる。Ferbaethが91enで死
んだことから，Glem　FirMth（≡Ferbae砒s　Glen）の地名が生れた，とい
ったふうな地名の起源や意味に関する記述は，正に枚挙にいとまがない。圧巻
は，クーリーの茶色の牡牛Dom　Cuai1ngeと，白い角の牡牛Fimbenmch
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との死闘後の場面である。瀕死のDonn　CuailngeはFimbemachの残骸
を角にひっかけたま童アイルランド中を走り回って，各所にそれぞれ地名を残
すのである。少し長いが，次に引用してみよう。
（2）He（＝Donn　Cuailnge）stopped　to　drink　in　Finn1ethe　on　the　way．
　He1eft　Finnbemach’s　shou1derblade　there－from　which　comes
　Finnlethe，the　White　One’s　Shoulderb1ade，as　the　name　of　that
　district．He　drank　again　at　Ath　Luain，and　left　Finnbennach’s
　1oi鵬there－that　is　how　the　place　was　named　Ath　Luain，the　Ford
　of　the　Loins．．．．He　drank　again　at　Tromma，where　Fimbenmch’s
　1iver　fel1from　his　two　homs＿from　which　comes　the　name
　Tromma，or　liver．He　came　to　Etan　Tairb　and　set　his　brow
　against　the　hi11at　Ath　Da　Ferta－from　which　comes　the　name
　Etan　Tairb，the　Bul1’s　Brow，in　Murtheimne　Plain．Then　he　went
　by　the　Midluachair　road　to　Cuib，where　he　had　dweIt　with　the
　miIkIess　cow　of　D色ire，and　he　tore　up　the　ground　there＿fro皿
　which　co㎜es　the　name　Gort耐B‘raig，the　Fie1d　of　the　Trench．
　　Then　he　went　on　until　he　fel1dead　between　Ulster　and　Ui　Echach
　at　Druin1Tairb．So　Druim　Tairb，the　Ridge　of　the　Bu11，is　the
　　name　of　that　place．（252）
3．表現の素朴性
　肉体や臓器の名称一bo曲els，entrai1s，fmdament，9ullet，9uts，liver，
1oins，1mgsなど一がふんだえに用いられているばかりでなく，肉体に関す
る事柄一性交・排泄荏ど一がいとも無造作に淡々と語られている。このよ
うな野卑とも下品とも受け取られる点が，レイデイ・グレゴリイには気に入ら
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なかったようで，彼女のC肌伽1α伽0グ”〃か肋〃脇｛副では大方省かれてい
る。嶋］
（1）…if　D6ire　himself　comes　with　the　bu11I’11give　him　a　portion
　　of　the　ine　P1ain　of　Ai　equa1to　his　own1ands，and　a　chariot　worth
　　thrlce　seven　bondmalds，and刎ツo舳伽伽∂勿脇幼∫on　top　of
　　that．　（55）
（2）’If　you　have　so　much正ove　for　him，’Aili11and　Medb　said，’∫1θψ
　　〃肋脇tonight　and　ask　him　for　a　tmce　for　our　amiesmti1he
　　comes　against　us　with　Conchobor　on　the　day　of　the　great　Batt1e．’
　　　　．He　was　o舐ered　Finnabair　for　this　and　he　took　her．The　gir1
　　∫12ヵτ〃5肋〃吻that　night．（215）
（3）　Two　o1d　yellow　horses　pulled　the　ancient　chariot．The　who1e
　　frame　was丘ned　with　stcnes　and　clods　that　he趾ng　at　everyone
　　who　came　up　to　look　at　him　in　his　nakedness，with〃5伽〃o〃
　　如o1肋∂〃3肋〃∫hangmg　down　through　the　char1ot　icor．（216）
（4）Ter即s，’she（Medb）said，‘take　over　the　shelter　of　shie1ds　at
　　the　rear　of　the　n1en　of　Irela】11d　unti1I7θ〃2砂召〃η∫21グー’（250）
（5）He　grasped　him　in　his　two　hands　and　gromd　and　rattled　him
　　unti1肋召伽〃gωo∫伽む26o勿まoゾ〃刎．The　ford　g〃〃力”〃肋”∫
　　〃o妙肋幽．In　every　dire■ction　the　air　thickened　with　his　dust．＿
　　EYer　afterward，for　as　long　as　he1ived，L差r6ne　couldn’tθ刎ク妙肋s
　　　あ0ωθゐproperly。（132）
　戦闘の物語であるから，ki11，behead，slay，slaughter淀どの言葉が随所に
現れるのは当然かもLれないが，といって，それほど殺伐，残虐といった印象
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を与えることはたいようだ。血握い場面も，飾り気のない呆気ないほど直裁簡
明な表現で描き出されている。
（6）C丘chu1ainn　went　up　to　Or1盆m　and　s1ωα〃加加αゐ∂肋吻，and
　　　sゐoo冶ま加　乃θα6at　the　host．（95）
（7）He　threw　the　spear　at　him　and肋θ〃刎αs舳ゐ7where　he　stood．
　　　He　went　up　and　o〃ψ〃∫加〃．（89）
（8）Then　C丘chulainn　sheared　o伍his　hair　with　the　sword－edge　as
　　　neat　as　a　razor，Ieavmg　the　sk1n　unscratched．　But　the　foo1stub－
　　　born1y　persisted　and　C丘chulainn∫炉〃6冶6oω〃肋70〃g洗肋θ〃o〃〃oグ
　　　ゐゐ　ゐθα6α〃68カ〃ま　乃4〃匝　fo’乃θ〃α砂θ1．　（120）
　　数詞がやたらと多く使われている。severalとかfewを用いた概数ですま
すことは稀で，数詞を用いてきっかりとした数を述べてい飢まことに几帳面
とも言える描写である。
（g）He　attacked　them　with　throwing－stones　and　his　hurling－stick
　　a皿d　kined〃刎of　them，though　they1eft　him　withカグ妙wounds．
　　　（81）
（10）They　found2づ幼ま∫co陀of　wi1d　deer　there　in　one　herd，and
　　㎝circled　and　slaughtered　them．Wherever　there　was　one　of　the
　　Ga1e6in　it　was　he　who　got　the　deer，except　for伽θthat　were　got
　　l〕y　the　rest　of　the　army．（67）
（11）So　the　two　troops　ming1ed　together　and　they　stayed　so　for　the
　　lユight＿or　for肋舳妙nights，or肋〃勿，as　some　say．But　even　so
　　　C丘chulainn　destroyed肋〃ツof　Aim’s　warriors　with　his　s1ing．
　　　（113）
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　数詞の中でも，とりわけ“three”が異常なほどに頻々と用いられている。
ざっと目についたものを拾ってみても，three　coi1s，t㎞ee　times，three　kis－
ses，three　strides，three　teats，three　b1ows，three　channeIs，three　days
and　three　nights，three　score，three　thousand，three　times　iftyなどカミ
ある。なぜ“3”がこれほどまでに好まれるのであろうか。アイルランドにキ
リスト教が導入されたのは5世紀の頃であり，工θあ07〃αゐα伽は僧院で編
まれたことから，キリスト教の“Trinity”が何らかの影響を与えているとは
考えられないだろうか。それはともあれ，次に，‘肚ee’を含む顕著な例を挙
げておく。
（12）The　boy－troop　came　s⑪uth　from　Emain　Macha，肋閉times肚ty
　sons　of　U1ster　king§，led　by　Fo11amain，Conchobor’s　son，and　they
　fought肋7〃batt1es　with　the　armies　in　the肋”ωdays　and　nights
　you　s1ept，and　they　slew肋閉times　their　own　number．（146）
（13）’That　was　a　man　of伽〃hard　strokes，’Fergus　said，’a　man　of
　肋〃θroads　and　highways　and　byways，a㎜an　with肋κθqualities
　and　肋〃θcries，who　breaks　foreign　enemies　in　batt1e＿Fergna
　皿ac　Finnchaime，from　Corann．’（233）
｛14）Aili11mac　Mata　cha磁ed　on　the　eve　of　the　battle，saying二
　　‘Rise　up，Traigt㎞6n，swift－footed．Summon　for　me　the肋7脇
　called　Conaire　from　S1iab　Mis；the伽ωfair　ones　ca11ed　Les，in
　Luachair；the肋脇ca11刮Meid　from　Corpthe　Loste；．．ノ（239）
上の⑭では，the　three　named＿と3人組の名前が全部で31挙げられてい
るのだが，キンセラの注によると，原テキストには，更におよそ70も羅列され
ているそうである。
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4．　代　名　詞
　キソセラが翻訳に当って，必要に応じて，固有名詞を代名詞に，或は代名詞
を固有名詞に変える作業を行ったことは前に述べたが，それでもなお，かなり
戸惑いを覚えさせられるような文章に出会うことがある。
（1）M1y　father　gave　me　a　whole　province　of　Ire1and，this　province
　m－ed　from　Cruachan，which　is　why　I　am　ca11刮“Medb　of　Crua－
　chan。”And肋ηcame　from　Finn　the　king　of　Leinster，Rus　Ruad’s
　scn，to　woo　me，and　from　Coirpre　Niafer　the　king　of　Temair，
　another　of　Rus　Ruad’s　sons．〃ηcame　from　Conchobor，king　of
　Ulster，son　of　Fachtna，and肋θツcame　from　Eochaid　Bec，and　I
　wouldn，t　go．（53）
　‘they’はすべてMedb∫のところへやって来た求婚者たちのことである。最
初の‘they’はking　of　Leinster，king　of　Temair，another　of　Rus　Ruad’s
sonsの3人を指す（含む）と考えられ孔　2番目の’They’は㎞ng　o手
Ulsterを，3番目の‘they’はEochaid　Becから来た誰かあるkingを指
すというよりは，それらを含む求婚老たちを意味するものと考えたらよいので
あろう⑪
（2）Then　the　sons　of　N㏄hta　Sc6ne　came　up。
　　“Who　is　that　there？”said　one．
　　“A　litt1e　boy　out　in　his　chariat　tωay　for　the丘rst　time，”the
　charioteer　said．
　　“Then　his　luck　has　deserted　him，”the　warrior　said．“This　is　a
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bad　beginning　in　arms　for　him．Get　out　of　our1and．Graze　your
horses　here　no　more．”
　“I　have　the　reins　in　my　hand”，the　charioteer　said．
　Then乃〃said　to　the　warrior：
“Why　shou1d　you　eam　enmity？Look，the　boy　is　as1eep．”（88）
　CdchulainnはConchoborのchariotを貰い，駆者と一緒に出かける。
駆者に見張りを頼んで一眠りしているところへ，敵のNechta　Sc6neの息子
たちがやって来たところである。
　Iborとは駆老の名前たのだが誼ここでIborと固有名詞が出てくるのは，
何とも唐突な感じで，一瞬Iborとは誰のことかと考えてしまう。というのは，
Iborという名前は，最初に，This　charioteer，Ibor　by　name，…（86）と紹
介されているのだが，以後彼がC6chulaimと行動を共にしているここまで
の間一およそ3べ一ジにわたる一彼は常にthe　charioteerかheで表さ
れている。そして，上記の場面で，突如IbOrが出てくるというわけなのだ。
このIborは，thecharioteerかheとした方が文の流れが自然になると思
われる。なお，この駆者については，その後もまだ3べ一ジにわたって記述が
あるが，彼を表す語はすべてthe　charioteerかheである。つま・り，彼が登
場する6ぺ一ジの間で，最初に名前を紹介された時を除けば，IbOrという固
有名詞は，ここでたった1回使用されているだけ恋のである。
（3）　“C6chulainn　sha11be　your　name，the　Hound　of　Culann，”Cαま肋α6
　sa五d．　（84）
C丘chulaimは檸猛な犬を殺してしまうが，犬の死を嘆く飼主Culannに，
自分がその犬の代りを忠実に勤める，と申し出たことからC白chulaim≡the
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Homd　of　Cu1amという名前が与えられる有名な場面である。ここで，
Cathbadという名前が突如として現れるのだが，護のことか全く分らない。
次の話の中で，Cathbad　the　dmidと出てきて，初めて，dmidということ
が分る始末である。
（4）He　sent　Laeg　to　see　what　was　the　I1ews　in　the　ca㎜p，and　to
　　ind　out　lf　Ferbaeth　st11111ved，but　Luga1d　sa1d
　　　’Ferbaeth　is　dead．’
　　　And　C也chu1ainn　went　and　talked　w1th肋θ刎　（131）
Cdchulaimが止むなく乳兄弟のFerbaethと争って，投げた槍で彼を刺
Lた後の記述である。この話はここで終っているのだが，最後の文のthem
は誰のことか暖昧である。
（5）A11the　men　of　Ire1and　were　supply1ng　Fe地1a，because　he　was
　protecting　them　from　C6chulaim，whi1e　only　the　peop1e　of　Breg
　P1aiI1were　supplying　C丘chulainn．　Each　day，when　night　fe11，
　ま加ツused　to　come　and　talk　to〃6刎．
　　τ加ツstayed　so　that　night　and　got　up　early　next　day　and　came
　out　to　the　ford　of　battle．（189）
　C丘chulainnとFerdiaの4日聞におよぶ決闘の場面で，第一日目の闘いを
終えた晩に，C丘chu1aimは傷を癒す薬章をFerdiaに分げ与え，Ferdiaは
アイルランドの民衆からもらった食糧をCdchulaimに分け与えるうるわし
い場面である。they　used　to　come　and　talk　to　himが多少分りにくい。
theyぱthe　men　of　Ire1and－the　peop1e　of　Breg　Plainでなく一を指し，
himはFerdiaを指すのであろう。また，次の行のThey　stayedのThey
1螂
は，Cdchu1amnとFerd1aのことだが，これも少々分りにくい。
5．「A㎝dB」の型
　time　and　tideとかslow　and　steadyのように「A　and　B」の形式をと
る例が多い。1語では何とく落ち着かぬ場合，A　and　Bとすることによって，
“強弱強”の英語の基本的リズムを生み出し，文になめらかさと落ち着きを与
えるのである。上の例のように韻を踏んで，更に響きのよいリズムを生み出し
ているものもある。また，同じ意味の語を重ねて，強意効果を狙っているもの
もある。
　次に，まず「動詞キ動詞」の例を挙げてみよう。
（1）Ferchu　Lomgsech　was　a　Connachtman，who　was　always加伽s－
　s伽gα〃ゐo脇∂伽g　Ailill　and　Medb．（165）
（2）　The　four　provinces　of　Ire1and肋肋〃α〃6o惚脇∂back　and　forth
　about　who　should　go　against　him　at　the　ford．（168）
（3）　Cdchulainn1α舳〃柘∂α脇♂so〃o〃θ五（190）
（4）It　is　no1ight　thing　to　s赦〃幽たα〃∫肋砂2with　C6chuIainn　oI1
　the　T差in　B6Cuai1nge．（199）
（5）Mac　Roth　went　o妊and㏄α〃脇6α〃sω蜥26the　plain，and　h肚一
　ried　back　to　Ailill　and　Medb　and　Fergus．（224）
次は，「名詞十名詞」である。
（6）“May　you　prosper，”Conal1said．“I　wish　you桃まoη舳6肋一
　ω勿竈クゐ、”　（86）
（7）I　haveγ徳肋α〃脇徳肋to　sustain　me．（112）
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（8）The　men　of　U1ster　wi11soon　rise　from　their．pangs，aI1d　then
　　they，11grind　you　to　gれまα〃697α砂θ1．（113）
（9）肋彫α〃〃ηseレed　him　at　the　sight　of　that　army，。．．（141）
≦10）．・。and　you　weI1t　before　us　into　the　house　irst，ful1ofヵ6励α〃
　　血α〃gゐκ伽∫8．　（178）
（11）We　have　had∫肋脇α〃∫肋肋肋8here　today．（251）
（12）Dark　and　steady　they　came　to　the　hil1bringing　great〃ω6α〃
　　ま脈707，I　te11yOu　no1ie．（228）
次は，「形容詞十形容詞」の例である。
（13）His　hair　was〃ω尾α〃6〃〃ツ，his　du11－brown　eyes∫6〃〃伽1α〃
　　1α7禦．（229）
（14）　One　horse　was〃加α㏄6∫〃ガー1ωφタ〃g，〃gか〃6加6α〃∂力o〃θげ〃，
　　1o〃g一あo励〃α〃〃肋g〃α工ゐoo砂θ8．The　other　lo〃肋g一〃α惚6α〃6
　　∫肱〃6勿g，8〃g免まα〃651θ〃6θ7in　hoof　and　heel．（153）
（15）The趾st　warp－spasm　seized　C｛chulaim，and　made　him　into　a
　　monstrous　thing，ゐ4620〃∫ακ6∫ゐα力θ1θ∫5，unheard　of．（150）
（16）This　is　what　he　wore：a五tted　purple　mantle，力・6惚〃σ〃力榊，
　　folded丘ve　tin1es　and．。。（158）
（17）Aω6〃α〃〃〃カ1man　went　before　them，伽oα6・加α6〃o〃
　　ノb身作ノをαまκ”86．（226）
　次に，参考までに，同じ場面の描写一C亡chulamnとFerd1aの闘い
を，それぞれキソセラの　丁加丁6伽とレイデイ・グレゴリイのC伽肋1α肋
○グ””肋舳物から抜き出して並べてみることにする。キンセラには，「形
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容詞十形容詞」の形式が出てくるが，レイデイ・グレゴリイにはない。なお，
レイデイ・グレゴリイの　C〃6肋肋初　oグ11〃〃加肋惚　は，　丁加　3oo尾　o！
z2肋∫伽を下敷きにしたものだが，キンセラはこれを，「やさしく言い替えた
もの（a　paraphrase）ではあるが，アルスター物語について，最善の知識を
与えるものだ」ωと，高く評価している。
（18）They　broke　o伍and　Hung　their　weapons　into　their　charioteers，
　　armS．
　　　　They　had　met　that　day，two　so1id　and　satis丘ed　men，肋吻α〃
　　8〃伽θ．But　they　parted　that　nightωoθ1〃α〃肌αη，two　wasted
　　men．（192）
（181）They　threw　their　swords　from　them　into　the　hands　of　their
　　chariot－drivers，and　it　was　the　parting，moumfu1，sorrowful，down－
　　hearted，of　two　men　that　night．（Lady　Gregory183）
（19）　He　took　in　his　right　hand　his　furious　spear，∫’o勿まα物∂力θκ2．In
　　his1eft　he　took　his　battle・sword　with　its　gold　grip　and　its　hi1t　of
　　red－go1d　On　the　curve　of　h1s　back　he　took　h1s　handsome　huge
　　shield　with　the　great　red－go1d　knob　in　the　midd1e　and　another
　　趾ty　knobs　around　it，each　big　enough　to　hide　a　prize　boar．That
　　day　Ferdia　did　a　thousand　thri1ling　feats　on　high，物〃あμθ　α〃∂
　　〃焔6〃o㈱，that　no－one　had　ever　taught　him．．．（193）
（191）1≡一e　took　his　strong　spear　into　his　right　hand，and　his　curved
　　sword　upon　his　left　side，with　its　go1den　hi1t，　and　its　knobs　of
　　red　gold，and　his　great　large，1〕ossed　shield　on　his　back．
　　　　And　then　he1〕egan　to　show　o岱many　changing，wonderful　feats，
　　that　he　had　never1earn記with　any　other　person，＿　σ。ady　Gre一
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　gory183）
6．並列と反復
　同じ要素が，A，B，C…というふうに並列されている場合が多い。並列され
ている要素の数が著しく多いのが，丁加丁励〃の特徴である。
　まず，同格関係の例を挙げてみよう。
（1）　Then　the　high　hero　C丘chulainn，S刎α〃α刎’∫∫o〃，肋〃幽70グ肋θ
　βα必’5力”伽脇〃α”sρグん〃刎α〃あo励θ∫，seized　his　wa㎡or’s　battle－
　hamess．（148）
（2）They　a1l　agreed　it　should　be　the　hom－skinned　warrior　from
　Irrus　Domnam，ま加ろ伽比〃㈱あω吻肋α〃ま加70幽力〃加励θ
　伽ツ，αc肋肋舳’80舳肋伽まo〃α伽〃伽伽一〃o肋〃．（168）
（3）‘That　was　a　brave　and　pitiless　one，，Fergus　said，‘α螂〃〃g
　肋伽チ，α〃〃60〃加あα肋．〃α砂肋9肋〃，伽60〃榊〃カ㎝肋肋
　舳6肋1伽oグ伽叙力，肋伽励oグあα肋伽刎Co砂ま肋，伽〃o・
　伽伽0∫伽伽伽0グ伽〃0励肋1”〃ゐ肋伽伽CS肋ゐ肋伽刎
　C07α勿仏，　（233）
（4）’Then　your　wea1th　was　so㎜eth㎞g　I　didn’t　k－10w　or　hear　much
　about，，A11111sa1d．’Except　for　your　wom…m，s　thmgs，and　the　neigh－
　1〕ouring　enemies　making　o笛with　loot　and　plunder．’
　　‘Not　at　a1l，’Medb　said，‘but　with　the　high　king　of　Ire1and　for
　my　father一亙oc加ε61セξ〃20ゐまゐθs‘θo肋∫‘，ま加so〃oグF毒〃〃，｛加∫o〃
　0／肋”0榊伽，伽吻ヴ肋脇，伽8㎝ψ肋惚0〃，肋θ醐功
　灰0肋，伽舳0グR燦㎝，肋S伽砺肋肋ω〃，伽∫㎝0グ肋0肋αC〃，
　伽舳oグ励伽姥脇ゐ，伽舳げ五伽9㈱丁鮒肋ゐ．（52）
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　2の（1）で掲げた文一傷ついたC6chu1aimが川で沐浴するところ一で
は，20もの地名が並べられている。また，3の⑱では，3人組の名前が31列挙
されており，原テキストには，さらに70もの名前が記されていると述べて批・
たが，このように並列されている語の数が途方もなく多いのには驚かされる。
並列というよりは，まさに羅列である。
（5）Any　comt　or　estimate　of　the　mmber　of　the　rabb1e　who　fen
　there　is　unknown，and　unknowab1e．Only　the　chiefs　have　been
　col1nted．The　fo11owing姐e　the　names　of　these　nob1es　aI1d　chiefs：
　肋ooσ1肋C閉α〃，肋oκ㎝〃Cα1〃，肋o伽脇∂α7，肋o〃α脇∂
　α〃，肋o伽舳∂肋2〃，伽ω〃舳〃C70刎，肋肋伽刎6C例篶伽θ2
　”α閉θ6　C0〃包ろ6惚θ，．。．（155）
（6）　Conchobor1aid　his　h…md　upo11his　son，Finnchad　Fer　Benn，the
　Homed　Man＿so　ca11ed　because　of　the　si1ver　homs　he　wore＿and
　said：
　　‘Rise　up　now，Finnchad，and　summon1）θ幽to　me，from　his　bay，
　and　工ω刎α伽and　肋〃α肋and　ハ2惚郷’s∫o〃〃α〃〃from　Gabar；
　Do〃秘伽αfrom　Imch16r，肋㎎肋ゐ悠肋θ地6，肋〃洲〃α1α〃
　C加加6島　　1吻θ1”66勿　and　1己06ゐα4　〃αo　1也づ肋3閉α｛〃　f■om　　Rigdonn；
　〃紹〃and〃幼α；Cα肋〃fmm　his　bay；…（219≒20）
　〈5）では，このあとに，four　namedが4回，肘e　mmedが3回，six
㎜medが3回，seマen　namedが3回，eight　namedが5回，nine　named
が3回，ten㎜medが3回続いているのである。（6）では結局，113人の名前
が廷々と並べ立てられている。
　また，同一語句，同一文型の反復も目立λ無論，反復は強意の一つの方法
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であるが，ここでは強意というよりは，ただ生真面圓に一つもあますところな
く，とにかく全部を並べ立てているといった感じのものもある。やはり一種の
並列，羅列である。
（7）‘Is　he　the　toughest　they　have　in　U1ster～’Medb　said．
　　　　‘Yes，the　toughest　of　a11，’Fergus　said．‘You’1l　ind〃o　harder
　　wa耐ior　against　yo1ユー〃o岬int　more　sharp，more　swift，more　slash・
　　ing；〃o　raven　more　iesh一醐venous，刎h…md　more　deft，勿o血ght－
　　er　more丘erce，勿o　one　of阯s　own　age　one　third　as　good，〃o1ion
　　more　ferocious；〃o　barrier　in　batt1e，〃o　hard　ha㎜mer，刎gate　of
　　battle，〃o　so1diers’doom，〃o　hinderer　of　hosts，more五ne．（75＿6）
（8）Sti11，mawel1ous　deeds　were　done　by　the　two　heroes　that　day
　　in　the　ford＿肋o∫θ肋o　frst　and　foremost，肋05θ肋o　chief　chariot－
　　warriors　of　the　west，肋o∫θ　ま〃o　blazing　torches　of　bravery　in
　　Iエeland，肋052肋o　Iavish　and　liberal　gift－scatterers　of　the　whole
　　northwest　of　the　world，肋o∫2肋o　keys　to　Ireland，s　valour，nung
　　together　from　afar　by　the　i11－doing　and　medd1ing　of　Ai1in　and
　　Medb．（194）
（g）Thenま加ツカ〃g〃together∫061o∫2砂that　their　heads　touched　at
　　the　top　and　their　feet　at　the　bottom　and　their　hands　in　the　mid－
　　dle　around　the　edges　and　knobs　of　their　shie1ds．　So　ol05θ妙チ加ツ
　　伽9免サ　that　their　shie1ds　sp1it　and　burst　from　rim　to　bel1y：∫o
　　clo∫θ1〃物伽g〃that　their　spears；bent　and　co11apsed，wom－out
　　from　the　tips　to　the　rivets＝5001o∫吻彦肋ツカ昭〃that　their　shie－d－
　　ri㎜s　and　sword－hilts　and　spear－shafts　screamed1ike　dimons　and
　　de向1s　and　goblins　of　the　glen　and丘ends　of　the　air：∫o　cl05召砂ま加ツ
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　　力〃9免まthat　they　drove　the　riYer　o丘its　course　and　out　of　its－bed，
　　　1eaYing　a　dry　space　in　the　middle　of　the　ford　big　enough　for　the
　　　last　royal　buria1－ground　of　a　king　or　queen7not　a　drop　of　water
　　　on　it　except　what　the　two　heroes　and　high　warrlo脆splashed　there
　　　in　their　tra－npling　and　s1ithering　in　the　ford：∫0　61o∫θ汐　肋θツ
　　ノb勿g乃f　that　the　horses　of　the　men　of　Ireland’broke　loose　in　panic
　　and　terror，．．．（195－6）
（1O）‘I　swear　by　my　people，s　god，，he　said，‘I，d　heap　up　men’s　hacked
　　　jawbones　o〃men’s　necks，men，s　necks　o〃men，s　sh㎝1ders，their
　　ams　o勿their　elbows，with　elbows　o％wrists，wrists　o〃ists，ists
　　0〃　ingers，　ingers　0κ　nai1s，　nails　o〃　skulls，skulls　o勿　trudks，
　　trunks　o〃thighs，thighs　o〃knees，knees　o刎calマes，calves　o〃feet，
　　feet　o物toes　and　toes　o〃nails！（245－6）
（11）The　Monday　after　Samain　they　set　out．This　is　the　way　they
　　　went，southeast　from　Cmachan　Ai：
　　　　肋70〃9免Muicc　Cruinb，
　　　　肋〃〃幼Ter1och　Te6ra　Crich，the　marshy　lake　bed　whさre　three
　　　　territOrieS　工neet，
　　　　妙Tuaim　M6na，the碑at　ridge，
　　　　肋κo”幼C丘il　Silinne，where　Carrcin　Lake　is　now－it　was　named
　　　　after　Si1enn，daughter　of　Madchar，
　　　　砂Fid　and　Bolga，woods　and　hi11s，
　　　　肋70〃9加Co1tain，and　across　the　Sinann　r三∀er，
　　　　肋〃〃8免G肚ne　Gabair，
　　　　　　　（63－5）
（12）‘A　migh印駆eat　force，丘erce　and　fer㏄ious，came　to　the　hi－I　at
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　Sle㎜出n　Midi，’　Mac　Roth　said，‘a　ful1位oop　of　three　thousand，I
　would　say．．．．
　　‘λ〃0ま加760〃加〃6α刎2，，Mac　Roth　said，‘seco聰d　on1y　to　the　irst
　in　nu皿bers　and　discipline　a正id　dress　and　terrib1e丘erceness・…
　　‘λ舳肋〃o㎝口勿刎ω舳，’Mac　Roth　said．‘It1ooked　more　than　a
　full　troop　of　three　thousa－1d．．一．
　　‘λ〃o肋〃oo〃加〃cα榊，’Mac　Roth　said，‘a　troop　of　three　thou－
　sand　and　more，with　a　great　swarthy　iery－faced　champion　at　its
　head，awesome　and　terrib1e．＿（225－34）
　ωでは，throughで導かれる句が33回，byで導かれる句が21回並んでいる。
⑭では，Another　company　cameで始まる文が，10ぺ一ジにわたって19回
繰り返されている。
7．　キンセラとレイデイ・グレゴリイ
　丁加〃加の第4章C看chulaim’s　Boyhood　Deedsとレイデイ・グレゴ
リイのC刎肋1α加oグ〃〃肋脇惚の第2章Boy　Deedsof　Cuchu1ainの
両者の中に，同じ内容の記述がいくつか見られる。その記述を比較し，検討を
加えてみたいと思う。
　まず，Cu1am　the　Smithの家に，Conchoborが招待された場面である。
（1）　Conchobor　said　to　C丘chulahn：
　　“Colne　with　me，”he　said．“You　wi11be　a　guest　at伽s　feast　we
　are　gOing　tO。”
　　“I　haven’t　had　my刮1of　play　yet，friend　Conchobor，”the　boy
　醐id．“I’11fol1ow　you．”
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　　　　’Later　when　they　had　au　arrived　at枕e　feast，Cu1ann　said　to
　　Conchobor：
　　　　“Is　there　anybody　sti1l　to　cor皿e　after　yOu？”
　　　　“N’o，”　Conchobor　said，　forgetting　the　arrangement　that　his
　　foster・son　was　to　follow　them．
　　　　“I　have　a　savage　hound，”Culann　said、“Three　chains　are　needed
　　to　hold　him，with　three　men　on　each　chain．Let　him　locse，”he
　　ordered，　“to　guard　our　cattle　and　other　stock．　Shut　the　gate　of
　　the　enclosureI”　（82－3）
（1’）“That　little1ad　wi11serve　U1ster　yet，”　said　Conchubar；“and
　　ca11him　to　me　now，”he　said，“and　let　hi蛆come　with　me　to　the
　　smith’s　feast．”　“I　cannot　go　with　you　now，”said　Setanta，when
　　they　had　ca1Ied　to　him，“for　these　boys　have　not　had　enough　of
　　p1ay　yet．，’“It　wouId　be　too　long　for㎜e　to　wait　for　you，”said　the
　　king．‘‘There　is　no　need　for　you　to　wait；I　wi11follow　the　tl＝ack
　　of　the　chariots，”sai沮Setanta．
　　　　So　Conchubar　went　on　to　the　smith’s　house，and　there　was　a
　　we1come　before　him，and　fresh　mshes　were1aid　down，and　there
　　were　poems　and　songs　and　r㏄i佃1s　of1aws，and　the　feast　was
　　brought　in，and　they　begaI1to　be　merry．And　then　Culain　said
　　to　the　king：“Wi11there　be　any　one　else　of　your脾op1e　co㎜ing
　　after　you　to－night？”　“There　will　not，”said　Conchubar，for　he
　　forgot　that　he　had　told　the　little　lad的follow　him．“But　why　do
　　you　ask　me　that～”he　said、“I　llave　a飢eat　ferce　homd，”said
　　the　smith，“and　when　I　take　the　chain　o倣him，he　lets　no　one
　　come　into　the　one　district　with　himself，and　he　will　obey　no　one
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　but　Inyse1f，and　he　has　in　him　the　s位ength　of　a　hmdr前．”“Loose
　him　out，”said　Conchubar，“unti1he　keeps　a　watch　oI1the　p1ace．”
　So　Culain1oosed　hi皿out，and　the　dog　made　a　course　romd　the
　whoIe　district，and　then　he　ca皿1e　back　to　the　place　where　he　was
　used　to1ie　and　to　watch　the　house，and　every　one　was　in　dread
　of　him，he　was　so丘erce　and　so　cmel　and　so　savage．（Lady　Gre－
　90τy　26－7）
　両者を比べてみると興味深い。例えぼ，Cichu1aimがConchOborに一緒
に行こうと誘われて，今は行けないから後で追いかけて行く，と言うくだりを，
レイデイ・グレゴリイはI　CamOt　g0以下，まことに分かり易く丁寧に説明
している。これに対してキンセラは，I　haven’t　had…と極めて簡単た説明
で片付けている。特に，I’l1follow　youだけですませている点などは，そっ
けないほど簡潔である。CulamがConchoborに，後で講かまだ来ますか，
と尋ねる科白一つとってみても，レィディ・グレゴリィは，Wi11there　be
any　one　e1se　of　your　people　coming　after　you　to－night？　キンセラは，
Is　there　anybody　sti11to　come　after　you？　と，両者の相違がかたりはっ
きり出ている。
　キンセラでは，簡潔のあまり解釈に迷いを生ずることさえある。Cu1amが
C㎝choborに向って猛々しい犬の説明をしている最後の部分で，一瞬戸惑い
を覚えるのである。というのは，犬の説明かと思っていると，急にr犬を放て」
と命令文が続くからである。文の構成上，he　orderedのheは当然Con－
choborではなくCulamを指す。この点は，to　gu肛d　our　cattleのour
によっても裏付けられる。Culamは多分ここで，使用人に向って命令を下L
ているものと思われるが，Conchoborに対する説明と使用人に向っての命令
との聞に明らかに飛躍が感じられるの芯この点，レイデイ・グレゴリイでは
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明快である。r犬を放て」と命令しているのは，Cu1ainではなくConchubar
在のである。
　　もう一つ例を挙げておく。丞の（3）と同じ場面で，犬を失ったCu1amを
C丘chulaimが慰めているところである。
（2）“That　doesn’t　matter，”the　boy　said．“m　rear　you　a　pup　from
　　the　same・pack．Unti1thaセhound　grows　up　to　do　hi§work，I　wi1l
　　be　your　hound，an吐guard　yourse1｛and　your　beasts．And　I　wi11
　　guard　al1Murtheimne　P1ain．No　herd　or且ock　wiI11eave　my　care
　　mknown’to　me．”
　　　　“Cdchulainn　shal1be　your　name，the　Homd　of　Cu1am，”Cath－
　　b出said．
　　　　“I1ike　that　for　a　naIne！”C丘chu1ainn　said、（84）
（2’）“Do　not　be　vexed　on　accomt　of　that，”said　the　boy，“and　I　my－
　　se1f　will　make　up　to　you　for　what　I　have　done．”　“How　wi11you
　　do　that？”said　Conchubar．“This　is　how　I　will　do　it：if　there　iS
　　a　whe－p　of　the　same　br6ed　to　be　had　in　Ireland，I　will　rear　him
　　and　train　him　until　he　is　as　good　a　hound　as　the　one　ki1led；and
　　unti1that　time，Cu1ain，”he　said，“I　myself　wil1be　youτwatchdog，
　　to　guard　your　goods　and　your　cattle　and　your　house．”　“You　have
　　Inade　a　fair　o妊er，”　said　Conchubar．“I　cou1d　have　gi∀en　no　better
　　award　myse1f，”said　Cathbad　the　Druid．“And　from　this　out，”he
　　said，“Your　na㎜e　wil1be　Cuchulain，the　Hound　of　Culain．”“I　am
　　　better　p1eased　with　my　own　name　of　SetaI1ta，son　of　Sua1tim，”
　　said　the　boy．“Do　not　say　that，”said　Cathbad，“for　al1the　men　in
　　the　who1e　wor1d　will　some　day　have　the　name　of　Cuchulain　in
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　their　mouths．”　“If　that　is　so，I　am　content　to　keep　it，”said　the
　boy．And　this　is　how　he　came　by　the　name　Cuchu1ain．（Lady
　Gregory27－8）
　レイデイ・グレゴリイが190語余り用いているのに対して，キソセラは儀か
70語ほどである。およそ3分の1の語数である。C心chulaimがCula皿nに，
心配するなと言った後，なぜ心配しなくていいか，レイデイ・グレゴリイがか
なり長い説明を与えている所を，キンセラは，I’l1rear　you　a　pup　from　the
sa㎜e　pack・とただ一行ですませている点が印象的である。4の（3）で，唐突で
誰のことか分らぬと敢り上げたCathbadは，レイデイ・グレゴリイでは
Cathbad　the　Druidと明らかである。
　ほんの僅かな部分だけを敢り出して比較してみただげで，とやかく結論めい
たことは，勿論，言えるわげのものではないが，ともかく，両者の文体の相違，
特徴といったものが多少は理解できたように思われる。Yeatsが，rアイルラ
ンドの生んだわたしの時代の最もすぐれた作品」ωと激賞したレイデイ・グレ
ゴリイの文章は・平易で分りやすい。けれん味のない実に真面目で丁寧な描写
である。一方，キソセラの文章は，時には飛躍があるものの，まことに歯切れ
がよく，簡潔でカ強い。賛肉を削ぎ落した文章と言える。
注（ユ）Joseph　Dum：τ加ル6伽ま〃∫ゐE力売肋1θτ伽肋C〃惚2，London，
　　1914．
　（2）　Cecile　O’Rahi11y：τ6肋36C％α肋9召介o刎肋θBoo冶gグ五召効sま〃，Dublin，1967．
　（3）τ加肋伽の主要部分，第2章から最後の第14章までは，〃凸0グ刎乃α∂椛と
　　丁加篶11o〃Boo尾ぴ〃c切椛に拠る。Connachtの女ヨ三MedbがなぜUlsterに
　　侵入するにいたるカ㍉その動機の説明が上記の二劃こ欠落しているため，キンセラ
　　はこれをτ肋300尾ぴ”肋∫妙から補って第1章とした。
　（4）Thomas　Kinseua：肋8T6肋，0xford，London．1979，pp．x－xi．
（5）Wi血i丘劇Faraday：乃2C励12一肋〃ぴC吻肋叙，Lo皿don，ユ904
　（6）Thomas　Kinse1la1T加丁6伽。Oxford，London，1979，P．xi．
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（7）廣囲典夫「あるアイルラソト英語　　キルタータソ方言について」早稲田商学第
　　292号参照。
（8）Lady　Gregory：C刎伽肋〃ヴ〃〃7肋㈱肋，Colin　Smythe，Gerrards　Cross，
　　1902．
（9）　レイデイ・グレゴリイは，Kilta耐mの村民に宛てて，I　left　out　a　good　deal　I
　　thought　you　would　not　care　about　for　one　reason　or　another．と記している。
　　　　　C”c乃ω1α｛〃q11吻｛7ま乃2〃茗〃3，P．5．
⑩　Tho㎜as　Kinsel1a：丁伽丁6初，Oxford，Lo！1don，1979，p－vii、
⑩　イェイツはC刎肋肋〃oグ脇〃加閉榊｝こ序文を寄せて，I　think　this　book　is
　the　best　that　has　come　out　Of　Ire－and　in　my　ti㎜e。と讃えている。
